
平成２５年度病害虫発生予報第９号

平成２５年１２月３日

愛 知 県

野菜
・予報内容

発生量 主な 予報へ
作物名 病害虫名 予報の根拠

(発生時期) 発生地域 の影響

ハクサイ コナガ やや少ない 全域 11月下旬の発生量は平年並 ±

ハクサイ産地におけるフェロモ －

ントラップの誘殺数はやや少な

い

キャベツ 菌核病 やや少ない 全域 11月下旬の発生量はやや少ない －

12月の降水量は平年並 ±

コナガ やや多い 東三河 11月下旬の発生量は平年並 ±

地域 東三河のキャベツ産地における ＋

フェロモントラップの誘殺数は

やや多い

トマト 葉かび病 やや少ない 全域 11月下旬の発生量はやや少ない －

(施設) 12月の日照時間は平年並 ±

黄化葉巻病 平年並 全域 11月下旬の発生量は平年並 ±

黄色粘着トラップにおけるコナ ±

ジラミ類の誘殺数は平年並

コナジラミ類 平年並 全域 黄色粘着トラップにおける誘殺 ±

数は平年並

ナス うどんこ病 少ない 全域 11月下旬の発生量は少ない －

(施設) 12月の日照時間は平年並 ±

ミナミキイロ やや多い 全域 11月下旬の発生量はやや多い ＋

アザミウマ 青色粘着トラップにおける誘殺 ±

数は平年並

キュウリ べと病 やや多い 全域 11月下旬の発生量はやや多い ＋

(施設) 12月の日照時間は平年並 ±
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発生量 主な 予報へ
作物名 病害虫名 予報の根拠

(発生時期) 発生地域 の影響

キュウリ ミナミキイロ 平年並 全域 11月下旬の発生量は平年並 ±

(施設) アザミウマ 青色粘着トラップにおける誘殺 ±

数は平年並

イチゴ 灰色かび病 やや多い 全域 11月下旬の発生量はやや多い ＋

(施設) 12月の日照時間は平年並 ±

うどんこ病 やや少ない 全域 11月下旬の発生量はやや少ない －

12月の日照時間は平年並 ±

ハダニ類 多い 全域 11月下旬の発生量は多い ＋

・防除対策

〔キャベツ・コナガ〕

アファーム乳剤、エスマルクＤＦなどで防除しましょう。なお、コナガは薬剤抵抗性が

発達しやすいので、同一系統薬剤の連用を避けましょう。

〔ナス（施設）・ミナミキイロアザミウマ〕

１０月３１日発表の「平成２５年度病害虫発生予察注意報第５号」を参照してください。

〔キュウリ（施設）・べと病〕

アリエッティ水和剤、アミスター２０フロアブルなどで防除しましょう。

〔イチゴ（施設）・灰色かび病〕
カンタスドライフロアブル、セイビアーフロアブル２０などで防除しましょう。なお、

灰色かび病は薬剤耐性が発達しやすいので、同一系統薬剤の連用を避けましょう。また、
ボトキラー水和剤は薬剤耐性菌が発達しにくく、予防散布が効果的なので有効に活用しま
しょう、
〔イチゴ（施設）・ハダニ類〕

１０月１日発表の「平成２５年度病害虫発生予察注意報第４号」を参照してください。

・留意事項

キャベツ菌核病の発病株は伝染源となるので、早めに抜き取り適切に処分しましょう。

トマトでは、タバココナジラミがトマト黄化葉巻病の病原ウイルス（ＴＹＬＣＶ）を媒

介するので、防除を徹底しましょう。発病株は伝染源になるので、見つけ次第抜き取って

適切に処分しましょう。

キュウリでは、ミナミキイロアザミウマがキュウリ黄化えそ病の病原ウイルス（ＭＹＳ

Ｖ）を媒介するので、防除を徹底しましょう。発病株は伝染源になるので、見つけ次第抜

き取って適切に処分しましょう。

施設野菜の灰色かび病は、例年気温が低下するこの時期から発生が多くなります。初

発を確認したら速やかに防除しましょう。特に、暖房機の設定温度を低くしている場合

は、施設内が多湿になりやすいので注意しましょう。また、発病果や発病葉は速やかに
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取り除いて適切に処分しましょう。

参考

東海地方 １か月予報（名古屋地方気象台１１月２９日発表）

〈予想される向こう１か月の天候〉

東海地方では、平年と同様に晴れの日が多いでしょう。

週別の気温は、１週目は、平年並みの確率５０％、２週目は平年並みの確率４０％です。

３～４週目は、平年並の確率４０％です。

〈向こう１か月の気温、降水量、日照時間の各階級の確率〉

〔気温〕 低い ：３０％ 平年並：４０％ 高い：３０％

〔降水量〕 少ない：３０％ 平年並：４０％ 多い：３０％

〔日照時間〕少ない：３０％ 平年並：３０％ 多い：４０％
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「農薬使用者のみなさんへ」

○ 飛散防止にこれまで以上に留意し、農薬の適正使用に努めましょう。

○ 農薬使用前にはラベルの内容を確認しましょう。

○ 農薬散布後は、防除器具のタンクやホースも、洗いもれがないように

しましょう。

○ 農薬は、安全な場所に鍵をかけて保管しましょう。

○ 農薬の使用状況を帳簿に記載しましょう。

○ 農薬の空容器は、ほ場などに放置せずに適切に処理しましょう。

Ｅ-ｍａｉｌ配信のご案内

予報（病害虫の発生予察情報）、最新

情報（病害虫の防除情報など）、注意

報、その他 情報（いもち病情報など随

時）などをメール（Word形式）でお届け

します。（月２回程度）

ご希望の方は

件名に「E-mail配信の申し込み」

本文に

①氏名

②住所（市町村までで結構です）

③職業（例 農薬メーカー、農業）

以上を記入し、病害虫防除室までメール

でお申し込みください。

病害虫防除室メールアドレス

byogaichu@pref.aichi.l
g.jp


